
国 語 科 学 習 指 導 案
日時  平 成 15年 9月 3日

学級  宮 古市立河南中学校 3年 A鰻 33名

指導者  =卜  え り子

1、単元 (教材〉 四 状況に生きる 人間の生きる姿をとらえよう 「生ましめんかな」

2、 教材について

(D四単元 「状況に生きる」と詩教材 「生ましめんかな」

この 「生ましめんかな」は、ヒロシマの原爆投下の直後に、と人の産婆が産気づいた人から赤子を取 り上げて自

分は血まみれになって死んでいったという詩である。

この単元には、小説 「故郷」随筆 「二つの悲しみ」詩 「お辞犠する人」の二つの教材が入れられていて、どの作

品も人間が自分をとりまく状況と対時し、状況とのかかわりの中で人間としてのどう生きていくかを言語によって

表現 したものである。また、本単元は 「読むこと」に本格的に取り組む学習としては中学校最後のものとなり、昨

年、自主教材として取 り入れた 「ヒロシマ神話」 「夕焼け」の延長線上に位置したい単元でもある。

そこで、この二つの作品の他にもう一編 「生ましめんかな」という詩も持ち込み教材として投入し、生徒たちと

共に 「人間として生きるということ」について考えたいと思った。

教材解釈は、あとの資料で詳 しく記したが、作者栗原貞子さんは、広島で被爆。それ以後、ひたすら原爆につい

.そ の詩や文章そ書き続けている人である。この詩は敗戦の翌年に発表されたものである。栗原さんは、人づてにこ

の詩に書いた事実を聞き、作詩する。その時生まれた女の子は成長 して広島で生活しているという。

歴史の波にもまれて生きてきている人たち、信じがたく驚 くようなとロシマの事実を無いた 「生ましめんかな」

を、中国残留孤児を扱った 「お辞犠する人」と共に詩教材として味わせたい。

「言葉の芸術」といわれる詩【は、選び抜かれた言葉によって、韻律 ・イメージ ・思想が一体となり、読者の心   .

に感動をもたらす。とすれば、言葉を丁寧に読み、イメージを広げ、作者の思想に通っていくことが詩を味わうこ  ~

との第一であり、さらにそこから音読 ・朗読 ・群読などで詩の持つ張律の美しさを体得させていくことは、言語感

覚を養う意味でも大きな意味を持つものと考えられる。

12)教材の自主編成について

大村はま先生は、自分の目の前の生徒たちのためにどんな教材をどう与えるかを常に自問し、実践 した俸大本国

語教師であると思っている。今風の言い方で言えば、一人一人の生徒を診断評価し、つけるべき目話の力をとらえ

そこから、どの場面でどんな教材を与えれば効果的であるかを実践したと言えるように思う。指導と評価の一体化

とはこのことをいうのだと考えている。

軍敬すべき偉大な実践は、変化 し続ける教育現場の状況の中でも不易なものとして常に私を圧倒する。自分 もわ

ずかながらでもそんな先生にあやかりたいと考えている。教科書や指導要領を鑑みながらも、良い教材を見る目や

生徒たちにつけるべき力をどんな教材をもちいて指導するかなどという自主研修をすることで、わず争でも良い実

践に近づきたい、そのような姿勢を持って生徒たちの前に立ち続けたいと考えている。

そのようなことから自主教材を取 り入れたり、教材の編成がえtまよく行っている。生徒には 「教科書を学ぶ」と

「教科書で学ぶ」とどう違うかを助詞の授業の中で考えきせ、私の姿勢についても理解させてはいる。

今回の裁材もそのような考え方から、持ち込んだものである。

3、生徒の実態と本教材

一年生のときから受け持っている生徒たちである。また、ガヽ学校の時から大きな問題を抱えて入学 した生徒が

多い学年でもあると全体的には落ち着いているが、生活上の細かい課題は山積みである。しかし、一年との時から

受け持 っていることで、国語の授業 においては多くの生徒がまじめには取 り組んでいる。

よく、 「楽 しい授業をする」 ことが大切だ という。 しか し、私の授業はいわゆる 「楽 しい」 という言葉とは無縁

である。 「誠実」 とい う言葉 を私はよく生徒たちに用いる。私自身 も生徒 に誠実に投業をするということをモ ット

ーにしているが、同時 に生徒 たちにも 「誠実」に学習することを厳 しく求めている。学年長 という立場の私の授業

に厳 しきを求めることで、学習への姿勢を育てたいと考えているか らである。いろいろな問題 を抱え る本学年であ

るか らこそよけいにもその必要性を感 じている。

学力的には、高い とはいえない。教科によってはおヽなり落ち込 んでいるものもある。また、国語においては、男

子 に比較的活字ばなれ している生徒が多 く、語彙指導 に苦労 している。ただ、咋年度か らずっと続 けている自己評

価カードの 「今 日の授業のまとめや感猥」の欄には、多 くがきちんと文章 として記入 し提出 している。発言をする

ことが不得意な～徒 は自分の思いを私 に伝えて くれる唯一のもののようである。国語の能力の観点一つ一つを一人
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一人診断すれば、多くの課題があるが、その自己評価カードの記入やわたしからの返事や評価によって、自分の課

題をき巴握できている生徒 も多くなってきている。     や                            、

本学年の生徒たちの中には情操面で優れている生徒や感性が豊かな生徒もおり、情感に訴えるだろう本教材は、    ,

そのような生徒たちに読みを導かれながら、全体的にも心に響 くものと思われる。

4、 指響目標

業調観器観選盤欝聾範誘謝謗灘親襲策闘襲那郷器醐鵠謡審謡。

(D文学的な文章を読み、物の見方、考え方を深めようとする態度を育てる。

12)表現の仕方や文章の特徴に注意して読み、作者の表現意図をとらえさせ、主題を読み取 らせる。

G}文章を読んで、人間の生き方や社会などについて考えさせる。

、指導計画 (15時 FH7) 評価規準

指導内容
に
町 臨への醐・軸・餓 話す目(畳肋 書(働 読む鋤 言語について卿判撤

妊脚漱雛引て、球さ

せる。「お辞僚する人」いム静。

詩に興味を持ち、

いうない設4どを轍的に再ベ

tttl14背景曜 の上に、描かれている状況を読み

来ることができる。

的瞬鍬を期待る。汗

らヽれている載法をうかる。

「お辞儀する人」

の読解、鑑賞

内容榔 しようとし、急極的に

指した,まとめた,する。

船0-縮みを生ぶして、搬の期割を螺し

害者0層動0喘を読み取ることお昭きぢ。

「生ましめんかなJ

の一人読み。

地下菫の情景把握。

1

ヨ分なりに調べた,

者えようとする。

青景をまとめられ|

肝量の申の情景瑚慨を討み取ることができる。

強の表現営□などれ、儒り取ヽt―人読みす

;ことおtできる。

1罰PJl動詞の意味周X31わ

卜る。あな歳J怖駐:が用い

1ているかをわかる

「生ましめんかな」

の読解、鑑賞 本 隠

こんで発言しよう1

し、説,取 ろうとサ

る。

護という絃惨な状況El申で、新しい命をとみ出そう

■る人たちの準機颯り、そこか耳生ましめれ

【」という言葉にとめられた呂とヽを考えることぶでき'

「二つの悲 しみ」0諸み。

戦争て央ヮたも2を考えさせる。

署読をまじめに田

課題を指一杯考え

聯でわたしたち】失ったものを考たまとめることぷ

〔きる。

魯迅の時代を説明。

「故郷」を読み、熙梯たせるく 1

主じめに読み、初寄

み感想をしっかり書

駐の時や描所、:鞍人物など明蘇楢成を大まかに

:らえることぷできる。

帰郷の場面を読 み

取 らせる。

邑んで、発間につい

て考えようとする

わ たし」が脚した輔やそのとき0端

靭 された言貫かう詫み取ることllで営る。

ル ン トウとの思 い出の場

面 とヤンを読 み取 らせる( 2

羊習シートをしっ

いり書き込もうと

する。

れヽ出019ルントウと「わたし」を比較最みできるく

抄ヤン靭抑ヤン憾い器如ることかできる(

ルン トウとの再会の場面

を読み取 らせ る。 1

籍岡に対 してよく

吉え、まとめようとする。

謝された―チつの言発れ形其を詩み取り、そ0

1き0「わたし」とルントウ0心億を考える。

離郷の場面を読 み取 ら

せる。 ，

【

一つ一つの言葉か

い情を考えようとす

靭0ときり会話や「わたし」D喘描号から、「わ

こじ」0思いを正偉r読み取ることができる。

最後 の場面を読 み 「わ た

し」の思 いを読 み取 らせ

る。 1

袴言はできな くて

妊習の内容か ら、

断出柳 取りをしようと努力す

卿内容を振りこり、最後に「わたし」情えたこと

心に深 く感じたことを桟弧る

ことができる。

単元全てを振 り返 り、お

況と人間にかかわる自分

のテーマを決 めてレポ

ー トを作成 させ る。 1

これまでのまとめ1

文章か ら課題 を決1

自分なりのレポー|

にしあげようとす|

評担にそって既留事1を

材料にし、人間がときて1

くということをその生徒

t)にまとめることがでi

―
―
―
嗣

「状況 と人間」 というテ

ーマでパネルデ ィスカ ッ

ションを行い、感想を持=

〈給合の時間 との抱き合芝剰

語を真剣に聞き、廟

なりの意見を書いたり

苦したりしようとする(

|
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6、 本時の指導

(1)本時の指導目翠

①原爆という農惨な状況の中で新しい命を生み出そうとする人たちの姿を読み取り、そこから 「人間として

生きる」という意味を考える。 (読む能力)

②進んで発言しようとし、読み取ろ｀とする。 (国語への関心意欲態度)

12)本時の指導構想

前時の一人読みを生か した発問を組み立てながら、主題に通りたい。また、科学的読みにおける深層の読み

の手法を自分なりの指導過程のなかに取 り入れながら、レトリックなどに注目させ表現意図を考えさせたい。さ

らに、文語的な表現もあるので、その点にづいては一人読みの段階で机間巡視をしながらと入し、理解させたい。

授業の始めに国語教室通信を配布して本時の読みの意欲を喚起したり、読みの一助としているが、それも取り

入れていきたい。

O)本時の展開

学習内容 学習活動 留意点など

轄

ス

1、前時の猥起

語旬に注目しなが ら

地下室の情景をイメー

ジ化 し、状況を確認

する。

本時への意欲喚起

①時、所、状況を大まかに確認する。

②地下室の状況 く情景)を 読み取る。

・ 「 人いきれ」の語句の意味の確認

教科リーダーが配った国語通信にしたがっ

て、前時のノートから地下室の状況情景に

ついて発表させる。   1

・「負傷者たちは～地下室をうずめて

いっぱいだった」の表現意図     、

吾手発言

峯疑応答を繰 り返す

す時に一人読みで調べている

究科 リーダー主導で、導入部は

圭めさせる。

容ヽが多いので、スピーディー

、導入部のまとめとさせ、本時

させ る。

韓講覇鉛馨鱗醐

政 とっの板書

2、 本時のめあての確認 めあての指名読み

「生ま しめんかな」という言葉に込められた思いについて考える 。

書を準備 し、発問はそれ,

ながら視覚に訴えて行 う。

であ>芳 夕末Ⅲム本

3、 範読

地下室にいた人々や

産姿の思いを読み取 る。

4、

。「不思議な」という言葉についての読

(期待される生在の反応》

鞭 端謡路離 部 !涌織鶴郡器盤部

i寵距蝦 覇鞭 掩i難餓 鮒鞘難

「自分の病みを忘れて気づかった」と

接続詞 「と」のかかわ り 「私胡産婆で

の 「が 1の 用いナ孝諄み酌スハ

紙

用

「が 1の 用い方を読み取る。    1 ゆ っくりと考えさせる。
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反復 ・倒置などの技法 や

これまでの読みか ら、

主題を読み取 る。

(期待される生徒の反応》

義韓題i挙霧嬰繁鏡斡舗遷鞠認灘西鱗轟津撃畿軽!盤軽繁緩鋼 鞭 努黎

・「血まみれのまま」の 「まま」から

助産の様子を読み取る。

(期待される生徒の反応〉

板書をノートに書かせる

・レトリックの確認。 感動的な読 みをさせたい。

感性が豊かな生徒を中心に発

させる。

(期待 される生徒の反応)

オ

鞭 鞭 鱗騨軽等翠畿鐘寵範鞭雲

僧)本時の評価

原爆 とい う凄惨 な状況

やその中で新 しい命を

みだそ うとす る人たち

姿を読み取 りそ こか ら

「人間としてと きる」とヽ

うことの意味 を考える。

(読む能力)

言豪や技送 か ら的

確 に情景を読める

「生ましめんかな」 と

いう意束を考 えること

ができる。

まとめの文章を豊かに

友違や議師の言

葉などか ら情景

を読める

友達や教師の言妄か

ら左のことを考える。

まとめを的確に書 ける

書 と教師のまとめの

明を聞かせることで

B段 階に近づける。

ノー トを集めて本時の

師によるコメン トに

題をわかりやす く書い

やることでB段 階に

と、まとめと次時の予告 ・指名読み

・読みのまとめを自分の言葉で書 く

て期待 され る生徒のまとめ)

。 「二つの悲 しみ」の予
―
riの指示
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書 くことができる。 づける。

進んで発言 しようとし

読み取ろうとする。

(国語への関心意歓態度

常に教師の発問や指

示に反応 し、的確な

教節の発問や指示に

反応 しようとする。

階名したり机間巡視 しな

がら励ましア ドバイスす

る。 '

7、 板 書計画

別紙

8、 座 席表 (生徒一人一人の本時にかかわる情報)

別紙    わ

9、 教 材解釈 (資料)

別紙

10、 「国語教室」通信 (資料)

別紙
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詩

「
生
ま
し
め
ん
か
な
」
教
材
研
究

／

制

作
者
に
つ
い
て

粟
原
貞
子
　
一
九

一
三
年
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。

広
島
で
原
燥
に
道
い
、
そ
の
後
、

平
和
の
詩
を
書
き
続
け
て
い
る
。

「
ヒ
ロ
シ

マ
と
い
う
と
き
」

「
私
は
広
島
を
証
言
す
る
」
な
ど
が
あ
る
。

０
作
品
解
釈

生
ま
し
め
ん
か
な
　
ｘ
口
む
粒
役
島
助
銅
当
ん
舎
と

喜
の艶
調
苓
各
」
竪
の路

「
生
ま
せ
た
い
」
と
い
う
強
い
言
い
方

「
こ
わ
れ
た

，
の
地
下
室
の
夜
だ
っ
た
」
と

「
こ
わ
れ
た
」

「
地
下
室
」

「
夜
」
と
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
こ
と
で
、

読

み
手
を
地
下
室
の
夜
何
か
起
き
る
の
だ
な
と
い
う
ド
ラ
マ
の
入
り
日
に
立
た
せ
る
。

「
ロ
ー
ツ
ク

一
本
な
い
暗
い
地
下
室
は
原
子
爆
弾
の
負
傷
者
た
ち
で
い
っ
ば
い
に
う
ず
め
ら
れ
て
い
た
。

」
と
い
う
表
現
と
比

蚊
し
て
み
る
と
、
こ
の
表
現
は
、

「
負
傷
者
た
ち
」
を
ま
請
に
す
る
こ
と
で
負
傷
者
た
ち
の
動
き
や
苦
し
み
が
読
み
手
に
伝
わ
Ｈ

る
。　

一
行
日
の
地
下
室
の
在
か
ら

負
傷
者
た
ち
の
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

「
は
」
は
取
り
立
て
の
助
詞

で
あ
り
「
負
傷
者
た
ち
は
，
う
ず
め
て
い
る
」
と
な
る
の
で
、

彼
ら
の
意
志
的
な
行
動
が
読
み
取
れ
る
。

体
言
を
重
ね
て
、

最
後
も
体
言
止
め
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ほ
か
の
凄
惨
な
状
況
を
、

人
間
が
、

肉
体
の
塊
の
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
な
、
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
え
な
い
無
残
な
状
況
を
想
像
さ
せ
る
。
も
し
か
し
て
、

既
に
死
ん
で
い
る
人
も
い
た

つ
か
も
し
れ
な
い
し
、

傷
日
が
く
さ
っ
て
う
じ
が
わ
き
、
そ
の
う
じ
が
肉
を
食
べ
る
音
な
ど
が
聞
こ
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
そ
の
」
の
指
示
す
る
内
容
↓
②
③
④
⑤
死
に
近
い
無
残
な
状
況
の
中
か
ら
。

「
不
思
議
な
声
」
と
は
具
体
的
に
は
次
の
行

の

「
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
」
を
指
す
。

「
不
思
議
な
」
と
は
、

誰
も
が
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
状
況
の
中
で

「赤
ん
坊
が
生

ま
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
。

Ｏ
目
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□
田
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日
日
回
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日
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日
岡
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□
魔
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田
日
田
困
口
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四
四
四
／
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粥
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梁
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一も威
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「
不
思
議
な
」
に
対
応
し
て

「
揚
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
い
う

「
驚
き
」
も
読
み
取
ら
れ
る
。

⑩
】
覇
□
■
田
口
回
四
田
□
柄
□
閉
品
質
科
盟
四
Ｂ
□
悶
扇
阻
盟
日
Ｂ
■
四
鳳
将
職
ｍ
朋
田
四
四
踊
閉
日
日
掘
日
日
珊
凹
口
四
日

「
人
々
」
↓
原
子
塀
弾
の
負
傷
者
た
ち
。

①
が
気
遣
っ
て
い
る
内
容
。

「
と
」
↓
接
続
詞
、

順
接
の
意
。

〈被
門
を
入

っ
た
。
と
、

ベ
ル
が
鳴

っ
た
）
時
間
的
、

心
情
的
空
間
を
生
み
出
す
。

　

「
す
る

と
」
と
比
較
す
る
と
、

時
間
的
に
や
や
早
い
様
子
や
多
少
の
意
外
性
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

「
私
が
」
の

「
が
」
に
注
目
す

る
と
、
な
ぜ

「
は
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぷ
。

つ
ま
り
、

０
人
々
が
気
通

っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
こ
こ
か

ら
Ｊ
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

誰
か
が
、

「
誰
か
生
ま
せ
て
や
っ
て
臣
し
い
」
と
か
、

「
産
婆
は
い
な
い
の
か
」
な
ど
と
い
う

声
が
あ

っ
た
の
だ
と
読
み
取
れ
る
。

だ
か
ら
、

「
私
が
産
姿
で
す
。

私
が
生
ま
せ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
表
現
に
な
る
。

死
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
摸
惨
な
状
況
の
中
で
新
し
い
命
が
生
ま
れ
、
そ
の
命
を
取
り
上
げ
た
産
姿
は
、
自
分

の
流
し
た
血
と
赤
子
を
取
り
上
げ
た
■
で
血
ま
み
れ
に
な
り
、そ
の
ま
ま
息
を
ひ
き
と

っ
た
。

「
か
く
て
」
と
い
う
言
葉
に
は

「
自
分
の
痛
み
を
忘
れ
て
気
遣

っ
た
」
人
Ｔ

や
血
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
必
死
に
と
り
あ
げ
た
産
姿

の
様
子
や
お
そ
ら
く
産
声

を
あ
げ
て
生
ま
れ
出
た
で
あ
ろ
う
赤
子
の
様
子
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
ま
た
、

人
々
の

「
う
ま
し
め
ん
か
な
」
と
い
う

思
い
の
中
で
生
ま
れ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
血
ま
み
れ
の
ま
ゴ
」
の

「
ま
ま
」
か
ら
は
、

「
生
ま
し
め
」
て
、

果
て
て
い
く
と
い
う
産
婆
や
ま
わ
り
の
人
違
の

「
人
間
と
し
て
生
き
た
、

生
き
て
い
る
」
と
い
う
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き

る

。
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て
い
る
こ
と
や
、

旬
説
点
が
な
い
こ
と
か
ら
も
こ
こ
に
主
題
が
収
厳
さ
れ
て
い
る
と
読
み
た
い
。

「
生
ま
し
め
ん
か
な
」
と
は
、

産
婆
だ
け
で
な
く
、
こ
の
場
に
い
る
人
た
ち
多
く
の
声
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
反
復
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

「
己
が
命
捨
つ
と
も
」
と
い
う
言
葉
は
、

生
ま
し
め
ん
た
め
に
命
を
捨
て
た

の
で
は
な
く
、

「
原
子
爆
弾
と
い
う
非
人
間
的
な
化
学
兵
器
の
犠
性
に
な
っ
て
い
て
も
」
と
読
み
た
い
。

Ｘ
こ
の
詩
を

「
生
と
死
の
交
錯
」
と
読
む
読
み
方
も
あ
る
。

た
し
か
に
、

形
象
的
に
は
、

生
と
死
が
交
錯
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
詩
の
題
が
全
て
を
話

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る
も
の
を

「
生
ま
し
め
ん
」
と
す
る
人
間
の
強

き
、

「
命
」
へ
の
限
り
な
い
員
敬
を
中
心
に
表
現
し
て
い
る
。

極
限
状
態
の
中
で
も
、

産
気
づ
い
た
若
い
女
を
気
遣

っ
た
人
々
。

極
限
状
態
の
中
で
も
命
を
生
み
出
す
と
い
う
使
命
を
果
た
そ

と
思

っ
た
産
婆
。

戦
争
と
い
う
井
人
間
的
な
こ
と
の
犠
牲
に
な
り
自
分
の
命
が
果
て
る
か
も
し
れ
な
い
幣
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、

Ｉ

Ｎ

Ｉ

脇
麟
鱗
聯
き
随
鴨
隈
数
雛
誕
築
禁

」
な
さ
を
描
い
て
い
る
。


